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論文内容の要旨

この学位請求論文は，サルとヒトの視覚線条外皮質に関するこつの研究に基づ、いている。第一部では，サルの視覚線

条外皮質， V4野およびMT野の神経細胞の生理学的性質を単一ユニット記録法により解析した。この両領野は，それ

ぞれ物体視に関わる腹側視覚路，空間視に関わる背側視覚路の双方が分離する最初の段階に相当する。両領野の聞の機

能分化を検討する目的で，刺激のスピード，長さ，明暗コントラストに対する細胞反応の依存性を定量的に比較した。第

二部では，広視野の同期した動きにのみ反応することが知られている MST野背側部(背側視覚路の一部)を含む，サ

ルの線条外皮質領野のヒトにおける対応部位の同定をポジトロン CT (PET) 法により試みた。

V4野と MT野の細胞反応の比較により， V4野と細胞がMT野の細胞と同様に刺激の運動スピードに選択性を示すこ

と， MT野の細胞はその受容野の長さよりずっと短い刺激に対して最大応答を示すことが明らかになった。また V4野

と MT野の細胞の明暗コントラストに対するカットオフ値の分布は広く重複するものの，全体としては MT野の細胞は

V4 の細胞に比べ，明暗コントラストに対する感受性が若干ながら高いことが示された。これらの結果は，網膜から外

側膝状体を経て線条皮質 (Vl) に至る視覚システムの低次のレベルでは，小細胞系，大細胞系の両経路の解剖学的分離

が皮質下の細胞の異なる生理学的性質により支えられているのに対し，少なくとも V4 野， MT野のレベルでは細胞の

生理学的性質の多くは二つの視覚経路で似通っており，視覚情報のかなりの重複が存在することを示している。

PET により広視野 (80度の画角)の同期したドットパターンの動きを見ている時の脳血流分布を調べ，たくさんの

ドットがランダムな方向に動く刺激を見ている時の脳血流分布を差しヲ|いて，局所脳血流量の変化を求めた。鳥距溝内

の線条皮質を囲む模部および上後頭回の低次の視覚領野が双方の刺激により賦活されたのに対し，従来報告されている

ヒトのMT野対応部位に近い後側頭回，下頭頂葉の二つの後頭一側頭-頭頂皮質外側部の賦活は同期した動き刺激に対

して特異的に認められた。下頭頂葉の動き刺激による活性化はこれまで報告されていない。この研究で用いた同期し

た動き刺激は従来用いられてきたものと比較して，主にその広い刺激域に特徴がある。ヒトの下頭頂葉は，視覚環境の

下での自己の運動制御に重要である。広視野の動きの解析に主要な役割を果たす皮質領野と考えられる。
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論文審査の結果の要旨

本論文の第一部では，サルの視覚線条外皮質， V4野及びMT野の神経細胞の生理学的性質を単一ユニット記録法に

より解析し第二部では，広視野の同期した動きにのみ反応することが知られている MST野背側部を含む，サルの線条

外皮質領野のヒトにおける対応部位の同定をポジトロン CT (PET) 法により試みた。その結果， V4野の細胞がMT野

の細胞と同様に刺激の運動スピードに選択性を示すこと， MT野の細胞はその受容野の長さよりずっと短い刺激に対し

て最大応答を示した。また V4野と MT野の細胞の明暗コントラストに対するカットオフ値の分布は重複するものの，

全体としてはMT野の細胞は V4野の細胞に比べ，明暗コントラストに対する感受性が若干高いことが示された。これ

らの結果は，網膜から外側膝状体を経て線条皮質 (Vl) に至る視覚システムの低次のレベルでは，小細胞系，大細胞系

の両経路の解剖学的分離が皮質下の細胞の異なる生理学的性質により支えられているのに対し，少なくとも V4野， MT 

野のレベルでは視覚情報のかなりの重複があることを示している。

次にPET によりヒトが広視野 (80度の画角)の同期したドットパターンの動きを見ている時の脳血流分布を調べた。

鳥距溝内の線条皮質を囲む模部および上後頭回の低次の視覚領野が双方の刺激により賦活されたのに対し，従来報告さ

れているヒトのMT野対応部位に近い後側頭回，下頭頂葉の二つの後頭一側頭一頭頂皮質外側部の賦活は同期した動き

刺激に対して特異的に認められた。この研究で用いられた同期した動き刺激は従来用いられてきたものと比較して，主

にその広い刺激域に特徴がある。したがってヒトの下頭頂葉は，視覚環境の下での自己の運動制御に重要である。広視

野の動きの解析に主要な役割を果たす皮質領野と考えられる。

以上のように本研究は高等晴乳動物における視覚情報処理の機構，及びそれに関与する領野の性質に関して，極めて

重要且つ新しい知見をもたらした。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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